









































































































































































































































































































































































































































（ 、 、 ）
について、その
部でわずかな不一
けでなく、質量分
ることがわかった
慮していないため
れると、 線観
線観測データを我々のガス
致が見られるだけで、ほかは
布についても重力レンズ効果
。最外層部において小さい不
で（ モデルは無衝突粒
測結果と重力レンズ効果の観
密度モデルを用いて解析した
中心部までよく観測データと
の観測結果と殆ど矛盾しない
一致が生じたのは、銀河団の
子の自己重力平衡形状を与え
測結果との一致度はさらに改
ところ、銀河団の最外層
合わせることができただ
程度にまで再現できてい
外からの物質の流入を考
ている）、それを勘定に入
善される。現在、これら
の結果を論文［ ］
上記の投稿論文
ントには触れられ
な問題ではなく、
ある。現在、アメ
にまとめて投稿中である。
３．今後
［ ］へのレフェリーコメント
ていない箇所に問題があるこ
極めてテクニカルな範疇に属
リカの やヨーロッ
に残された課題
に対する回答書を作っている
とが判明し、現在それについ
する問題なので、これは近い
パの といった
段階で、レフェリーコメ
て精査している。原理的
うちに解決する見通しで
高性能 線天文衛星の観
測データが続々と
析して、その適合
に合わせる場合、
ィットの解を得る
には、この部分の
公開されているので、今後、
性を細かくチェックしてゆく
パラメータの値を変える度に
までにかなりの時間を要して
自動化は不可欠であり、これ
これらの観測データを我々の
。ただ、現時点では我々の密
いちいち微分方程式を解く必
いる。そのため、このモデル
も今後解決すべき課題の１つ
モデルを使って次々に解
度分布モデルを観測結果
要があるため、ベストフ
をより使い易くするため
である。
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